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（１）概 要 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

大
台
ヶ
原

葛城山
和 泉 山 脈

金剛山

長 峰 山 脈

生石ｹ峰

楊柳山
龍門山

大天井ヶ岳

山上ヶ岳

大普賢岳

台

高

山

脈

竜門岳

上市

五條

隅田
橋本

三谷

10km0

和歌川

源流は
大台ヶ原

岩出市

紀美野町

高野町

九度山町

かつらぎ町

下市町

吉野町

黒滝村
川上村

宇陀市

御所市 大淀町

天川村

高取町

紀
伊
水
道

紀の川市

東吉野村

紀伊水道

紀の川流域

基準地点

主要地点

流 域 界

河 川

府 県 界

直轄区間

貴志船戸

高見山

日出ヶ岳

紀の川大堰

大滝ダム

大
台
ヶ
原

葛城山
和 泉 山 脈

金剛山

長 峰 山 脈

生石ｹ峰

楊柳山
龍門山

大天井ヶ岳

山上ヶ岳

大普賢岳

台

高

山

脈

竜門岳

上市

五條

隅田
橋本

三谷

10km0

和歌川

源流は
大台ヶ原

岩出市岩出市

紀美野町紀美野町

高野町高野町

九度山町九度山町

かつらぎ町かつらぎ町

下市町下市町

吉野町吉野町

黒滝村黒滝村
川上村川上村

宇陀市宇陀市

御所市 大淀町大淀町

天川村天川村

高取町高取町

紀
伊
水
道

紀の川市紀の川市

東吉野村東吉野村

紀伊水道

紀の川流域

基準地点

主要地点

流 域 界

河 川

府 県 界

直轄区間

基準地点

主要地点

流 域 界

河 川

府 県 界

直轄区間

貴志船戸

高見山

日出ヶ岳

紀の川大堰

大滝ダム

紀の川の下流部 

紀の川 

１．紀の川の概要 

 紀の川は、日本最大多雨地帯の大台ヶ原に発し、紀伊半島の中央を貫流した

後、和歌山市において紀伊水道に注ぐ河川である。流域は、山間部８０％、平野

部２０％と山地が多く、約７９万人が生活しており、流域内人口の半数が集中して

いる。特に最下流部に位置する和歌山市では、国道24号、26号、42号等の基幹

交通が交わるほか、特定重要港湾である和歌山下津港が位置し、交通・物流の

要衝となり、社会・経済の基盤となっている。また和歌山県は、果樹王国とも言わ

れており、紀の川中上流部の沿川では農産物の生産が非常に盛んである。一方

で岩出狭窄部などの狭窄部や中上流部に点在する堤防未整備区間が多く存在

する。 

図１ 紀の川流域図

項目 諸元
幹線流路延長 136km
流域面積 1,750km2
流域市町村 8市8町4村
流域関連市町村人口 79万人（H17)
支川数 181支川

紀の川 

紀の川の中流部
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（２）過去の災害 

  紀の川における水害は、主要なものとして昭和28年9月の台風13号、昭和34年9月

の伊勢湾台風による洪水があり、浸水被害が約５千戸を超える大洪水が発生してい

る。また、近年では昭和57年台風10号及び台風9号くずれ低気圧、平成2年台風19号

などによる洪水が発生し、浸水被害が発生している。 

表１ 過去の災害の概要

船戸上流 船戸地点

洪水年月日 発生原因 雨量 流量 浸水被害（戸）

　 　 (mm/2日) (m
3
/s)

注： ＊流量：実測流量による
＊浸水面積は水害統計による

7,800

不明

4,810

6,420

5,370

5,870

台風26号

275

222

180平成6年9月30日

台風10号及び台風9
号くずれ低気圧

台風19号

昭和28年7月18日

昭和28年9月25日

昭和34年9月26日

梅雨前線

台風13号

伊勢湾台風

212

305

313

浸水面積（ha）

17,858

平成9年7月26日 台風9号 194 3,760

昭和57年8月2日

平成2年9月20日

440

188

9

79

10,726

昭和40年9月17日 台風24号 227 5,400

昭和47年9月17日 台風20号 187 5,780

11,280

12,546

5,269

85

4,224

不明

131

11

4,048

2,384

5,185

308
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２．計画の変遷 

表２ 事業計画の変遷

年 変遷／計画名称
計画高水流量

基準地点（船戸）

大正１２年 紀の川改修計画　（直轄事業開始） ５,６００m
3
/S

昭和２５年 工事区間延長に伴う紀の川改修計画変更 ５,６００m
3
/S

昭和３５年 紀の川修正総体計画 ６,１００m
3
/S

昭和４０年 紀の川水系工事実施基本計画の策定 ６,１００m
3
/S

昭和４９年 紀の川水系工事実施基本計画の改定 １２,０００m
3
/S

平成１７年 紀の川河川整備基本方針策定（計画規模　１／１５０） １２,０００m
3
/S
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図２ 紀の川計画高水流量図（工事実施基本計画 S49 年 4 月）

図３ 紀の川計画高水流量図（河川整備基本方針 H17 年 11 月）
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（１）人口の状況 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）産業の状況 
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３．事業を巡る社会経済情勢等の変化 

 流域関連市町村人口は、平成17年に約79万人で、近年ほぼ横ばい状態であ

る。 

図４ 流域関連市町村人口の変化

 和歌山市域の年次別製造品出荷額は、近年増加傾向である。さらに、近年の

鉄鋼需要の高まりを受けた製鉄所での大規模な設備投資の計画など、今後の

和歌山市域の産業のさらなる発展が予想される。 

図５ 和歌山市年次別製造品出荷額

経済産業省工業統計調査による 

国勢調査による（５市１７町４村の合計）
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４．事業の必要性 

 近年では紀の川の支川で浸水被害が多く発生しており、昭和５１年７月の豪雨で

は、かつらぎ町の右支川桜谷川において約60戸の浸水被害、平成元年９月の豪雨

では、和歌山市内の右支川鳴滝川において約2600戸の浸水被害、平成７年７月の

豪雨では、橋本市内の右支川橋本川において、約140戸の浸水被害が発生した。そ

のため、支川合流部の流下能力向上を図るため、早期に合流点処理を実施する必

要がある。 

橋
本
川

橋
本
川図６ 洪水による被害状況

平成7年7月 橋本川出水状況

平平成成元元年年９９月月  鳴鳴滝滝川川出出水水状状況況

紀の川

鳴滝川
H元.9浸水域
A=250ha

紀の川

鳴滝川
H元.9浸水域
A=250ha

鳴鳴滝滝  平平成成元元年年９９月月浸浸水水域域範範囲囲  

平平成成元元年年88月月  桜桜谷谷川川出出水水状状況況
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事象 安政南海地震 昭和東南海地震 昭和南海地震

発生日時 1854.12.24 1944.12.7 1946.12.21

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 8.4 7.9 8.0

津波高 2.0ｍ（和歌浦） 0.5m（下津） 2.0m（和歌山）

深さ － 30km 20km

主な被害 流死者 死者・行方不明 死者・行方不明

（人） 699 49 269

紀の川 

 また、今後30年以内で50%の確率で発生する恐れのある東南海・南海地震による

津波は、発生後約50分で、高さ約4ｍの波が河口に到達し、紀の川を遡上すると想

定される。 
 そのため、樋門等の迅速な開閉などの対策を実施する必要がある。また、兵庫県

南部地震での教訓である災害時の避難ルート及び救援・災害復旧資材等の輸送ル

ートを確保するため、早期に緊急用河川敷道路の整備する必要がある。 

表３ 紀の川周辺地域を襲った地震と津波

図７ 最大津波高（津波シミュレーション） 

《計算条件》 

想定する地震マグニチュード：M8.4（過去最大：安政南海地震） 

河川水位：平水位、朔望平均潮位 

対象津波：南海トラフ近傍に津波の波源を移動させ、それぞれの津波を計算し、その中で紀の

川河口に最も高い津波が押し寄せる場合を検討の対象津波として取り上げている。 
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現況流下能力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８ 紀の川流下能力図

 紀の川水系の大臣管理区間における現況流下能力は、平成17年11月に策定さ

れた「紀の川水系河川整備基本方針」における計画高水流量（超過確率1/150
年）に対し、全川的に不十分な状況である。そのため流下能力が不足する区間に

おける築堤、河道掘削等の対策が必要である。 
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堤防質的強化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長い歴史の中で築堤された堤防は必ずしも所要の強度を有していないため、河

川堤防の浸透に対する安全性を確保することを目的として点検を実施した。その

結果、安全性が不足する区間の割合は約36.7%（32.7km/89.2km）となっており、

早期に安全性を確保する必要がある。 

紀の川堤防詳細点検結果 0K～35K 付近
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紀の川堤防詳細点検結果 35K～60K 付近

堤防 

【堤体の裏法すべり破壊】

堤防 

【パイピング（水みち）の発生②】 

 透水層（砂） 

難透水性材料（粘性土） 
水位の低下 

【堤体の表法すべり破壊】【パイピング（水みち）の発生①】
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（１）前回評価からの主要事業実施箇所 

 近年の支川における内水被害を契機とした洪水対策としての支川合流処理（鳴滝
なるたき

川改修、桜谷川改修、橋本川改修）や無堤部（上田井
こ う だ い

地区、五條地区、野原地区）の

堤防整備を実施した。また、近年発生確率の高い東南海・南海地震規模の地震対

策、津波対策として、緊急用河川敷道路、樋門遠隔操作、津波監視用CCTVの整備

を実施した。 

図９ 前回評価からの主要事業実施箇所

合流点処理 

（鳴滝川改修） 

H18～継続 

地震・津波対応 

（樋門遠隔操作 CCTV設置） 

H19完成 

無堤部対策 

（上田井
こ う だ い

地区築堤）

H17完成 

合流点処理 

（桜谷川改修） 

H18完成 

合流点処理 

（橋本川改修）

H5～継続 

五條地区築堤 

H19完成 

５．事業の進捗状況・見込み 

津波対応 

（緊急用河川敷道路） 

H15～継続 

無堤部対策 

（野原地区築堤）

H20～継続 
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（２）事業効果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭和51年7月豪雨で浸水被害が発生した紀の川支川桜谷川において、樋門改

築による流下能力確保を実施し、約60戸の浸水被害が解消した。 

整備前 

整備後

樋門増設により浸水被害が解消 

2 門 3.7m×3.8m ，１門 4.5m×2.0m（増築） 

2 門 3.7m×3.8m 

平平成成 1166 年年 88 月月（（台台風風 1111 号号））  

紀の川

桜谷川 

JR 妙寺駅

国道２４号

かつらぎ町 

約 60 戸の浸水 

紀の川
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（３）主要箇所 
 ・鳴滝川改修 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・橋本川改修 

 
 
 
 
 
 
 

 道路事業（和歌山県）と連携して平成21年度を目標に合流点付近の河道掘削

及び橋梁の架替を継続実施し、鳴滝川の合流点付近の浸水被害の解消を図る。

 近接する土地区画整理事業（橋本市）と大和街道環境整備事業（国道路事業）

と連携して平成22年度を目標に護岸整備及び御殿橋の架替を継続実施し、橋本

川の合流点付近の浸水被害の解消を図る。 

2-
7区

間

紀の川

橋
本
川

橋
本

橋

一般国道２４号

松枝橋
ＪＲ

橋本駅

南海電鉄

土地区画土地区画
整理事業整理事業((市市))

迂回路

東家地先

橋本地先

護岸

護岸

橋梁

2-
7区

間

紀の川

橋
本
川

橋
本

橋

一般国道２４号

松枝橋
ＪＲ

橋本駅

南海電鉄

土地区画土地区画
整理事業整理事業((市市))

迂回路

東家地先

橋本地先

護岸

護岸

橋梁

河道掘削

鳴滝川

紀の川

有功樋門 

築堤・橋梁 

和歌山市 

いさお 

完成

残事業

完成

残事業

完成

残事業

完成

残事業

H7 浸水範囲 

出水状況
Ｈ元.９
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 ・野原地区改修 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）今後の見込み 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

築堤

紀の川

五條市

 堤防が未整備となっている奈良県五條市域の浸水被害を解消するため、概ね5
年以内に築堤整備を継続実施し、浸水被害の解消を図る。 

 毎年、紀の川改修促進期成同盟会などから整備促進の要望があり、浸水被害

解消が望まれている。今後、狭窄部対策、中上流部における堤防未整備区間の

対策を実施していく。 

完成

残事業

完成

残事業
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（５）今後の展開 

 
 
 
 
 
 
  ○堤防整備 
 
 
 
 
 
 
   

○河道掘削 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 近年の浸水状況等を踏まえ、堤防未整備区間の築堤整備、流下能力の不足す

る区間の河道掘削等を実施していくことが急務である。事業実施にあたっては、

築堤、河道掘削による下流部への流量増を考慮に入れ、上下流の安全度バラン

スに配慮した整備を実施する。 

 堤防未整備区間が多く残っている中上流部などの氾濫被害を防ぐため、築堤を

実施する。 

築堤整備 

 計画高水位を安全に流下させることのできない箇所においては、浸水被害や氾

濫被害等を考慮しつつ、順次河道掘削を実施する。 

河道掘削
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○整備メニュー 
  以下の整備を継続的に実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１０ 整備メニュー

凡
　
例

築
堤

掘
削

堰
改
築

堤
防
質
的
強

化

橋
梁
架
替
等
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① 総便益（Ｂ） 
・年平均被害低減期待額      ２２５億円 

・残存価値            ３．０億円 

・評価対象期間における総便益（現在価値） 

 （整備期間76年＋評価期間50年） １，７９１億円 

 

② 総費用（Ｃ） 
・建設費                       ２，９６７億円 

・ 〃   （現在価値）             ９６３億円 

・維持管理費 （現在価値）          ２６９億円 

・総費用    ９６３＋２６９＝１，２３２億円 

 

③ 費用便益比（Ｂ／Ｃ） 

        １，７９１／１，２３２≒１．５ 
     （参考）前回評価時Ｂ／Ｃ≒ １．７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．事業の投資効果 
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（１）コスト縮減 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．コスト縮減や代替案立案等の可能性等 

  プレキャスト製品の活用、根固めブロックの再利用、公共残土を活用した堤防

整備、水門・樋管等のスリム化により、建設コストを縮減する。 

上田井樋門の事例 

上田井地区築堤の事例
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（２）代替案の可能性 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 現計画は、計画高水流量12,000m3/sを安全に流下させるための築堤、

河道掘削等にて対応することとしている。現計画以外に、以下の対策案

を検討したが、多数の横断工作物の改築、沿川の土地利用への影響など

の課題がある。これらを踏まえると、紀の川では現計画が最適である。

改修案 断面図 内容 判定

河道掘削

河道拡幅

嵩上げ

遊水地

＜メリット＞
河積確保が可能
用地買収が不要

＜デメリット＞
横断工作物改築が必要

＜メリット＞
河積確保が可能

＜デメリット＞
横断工作物改築が必要
用地買収が必要

＜メリット＞
河積確保が可能

＜デメリット＞
横断工作物改築が必要
洪水の水位が上昇

＜メリット＞
洪水時のピーク流量をカットで
きる

＜デメリット＞
遊水地に適した大規模な用地確
保が必要

○

×

×

×

計 画 高 水 位

拡 幅

嵩 上 げ

計 画 高 水 位

掘 削

計 画 高 水 位

河 道

越 流 堤

遊 水 地

計 画 高 水 位

表４ 代替案と紀の川への適用

＜メリット＞ 

河積確保が可能 

用地買収が不要 

 

＜デメリット＞ 

堰等の改築が必要 

＜メリット＞ 

河積確保が可能 

 

＜デメリット＞ 

具体的に道路橋、鉄道橋、堰等の

改築が必要 

用地買収が必要 

＜メリット＞ 

河積確保が可能 

＜デメリット＞ 

計画高水位の上昇により、破堤が発生し

た場合の危険性が増大 

外水位の上昇により、内水排除に支障を

与える 

＜メリット＞ 

洪水時のピーク流量をカットできる 

＜デメリット＞ 

遊水池に適した大規模な用地確保が必要
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  紀の川の流下能力は全川を通じて不足している。このような状況の中、

過去の大洪水と同等の洪水が起こった場合、甚大な被害が生ずると考え

られる。 

 このようなことから、河川整備計画が策定されるまでの当面の間、本

事業を継続する。 

８．対応方針（原案） 
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紀の川流域委員会は、平成13年6月に設立されてから現在までに計20回開催

されており、今後、早期に河川整備計画の策定を行う。 

第20回紀の川流域委員会 

（アバローム紀の国） 

（参考）河川整備計画策定の流れ 

《委員会設立》 第１回

・委員会運営方針、情報公開等

《委員会設立》 第１回

・委員会運営方針、情報公開等

《現状の認識》 第２回～第７回
・現地視察
・治水、利水、環境についての現状説明
・大滝ダムの効果
・治水の課題

《現状の認識》 第２回～第７回
・現地視察
・治水、利水、環境についての現状説明
・大滝ダムの効果
・治水の課題

《対応と課題の認識》 第８回～第１３回
・河川整備計画策定に伴う対応と課題の認識
・治水の課題と対応策
・遊水池検討、環境対策及び効果について
・目標流量の設定

《対応と課題の認識》 第８回～第１３回
・河川整備計画策定に伴う対応と課題の認識
・治水の課題と対応策
・遊水池検討、環境対策及び効果について
・目標流量の設定

《対応方針》 第１４回～第１７回
・河川整備計画立案
・関係住民の意見の聴取方法について

《対応方針》 第１４回～第１７回
・河川整備計画立案
・関係住民の意見の聴取方法について

《意見聴取》 第１８回～第１９回
・今後の紀の川の河川整備に向けた説明資料提示（第
１稿、第２稿） ⇒ 意見聴取

《意見聴取》 第１８回～第１９回
・今後の紀の川の河川整備に向けた説明資料提示（第
１稿、第２稿） ⇒ 意見聴取

河川整備基本方針の

決定・公表

河川整備基本方針の

決定・公表

河川整備計画（原案）の
作成

河川整備計画（原案）の
作成

《今後の予定》 第２１回
・河川整備計画（原案）の提示 ⇒ 意見聴取

《今後の予定》 第２１回
・河川整備計画（原案）の提示 ⇒ 意見聴取

河川整備計画

決定・公表

河川整備計画

決定・公表

H17年11月18日

《意見聴取》 第２０回
・今後の紀の川の河川整備に向けた説明資料（第２稿）
からの変更方針提示 ⇒ 意見聴取

《意見聴取》 第２０回
・今後の紀の川の河川整備に向けた説明資料（第２稿）
からの変更方針提示 ⇒ 意見聴取

河川整備計画（素案）の
作成

河川整備計画（素案）の
作成

近畿地方整備局

河川整備計画（案）の作成河川整備計画（案）の作成

県知事等
意見聴取

住民意
見聴取

平成21年上期予定


